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最近のクリエの学生さんたち①

１）クリエが｢学習支援組織｣であることを理解
クラブ活動的な行動：ほぼ一掃
クリエが理由の成績不良者：ほぼ一掃
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クリエが理由の成績不良者：ほぼ一掃

２）教員/スタッフとコミュニケーション良好
大人の「事情」を理解，手続きにも慣れ
本学PRイベント等にも積極的に協力
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３）参加人数は微増レベルではあるが...
学習レベルが格段に向上/深化
組織に対する要望は高いレベルになった
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最近のクリエの学生さんたち②

３）参加人数は微増レベルではあるが...
学習レベルが格段に向上/深化
組織に対する要望は高いレベルになった

４）対外発表などに挑戦するプロジェクト増加
高い外部評価を受ける学生も出てきた

時間はかかったけど，丁寧に学生と接してきた，
安全教育を行ってきた成果が出てきた
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最近の「クリエの事情」とうらはらな思い

１）予算減，スタッフ不足....仕方ないけど....
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この矛盾をどうしたら良いのか？
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最近の「クリエの事情」とうらはらな思い

１）予算減，スタッフ不足....仕方ないけど....

２）学生の高いレベルの挑戦は応援したい

この矛盾をどうしたら良いのか？
↓

業務の効率化と学生モチベーション向上の
両立
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教育改革の計画
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教育改革の計画

1）モノづくり（安全教育や機械の使用方法）やコトづ
くり（フィールド調査や社会協働のための基礎知

識）を扱った教育支援コンテンツの充実

12



2020/3/3

3

教育改革の計画

1）モノづくり（安全教育や機械の使用方法）やコトづ
くり（フィールド調査や社会協働のための基礎知

識）を扱った教育支援コンテンツの充実

2)PBLやアクティブラーニング等の中で協働作業を
円滑化するためのICT活用の検討

13

教育改革の計画

1）モノづくり（安全教育や機械の使用方法）やコトづ
くり（フィールド調査や社会協働のための基礎知

識）を扱った教育支援コンテンツの充実

2)PBLやアクティブラーニング等の中で協働作業を
円滑化するためのICT活用の検討

3）学生の学修意欲を喚起することを目的とした
知財教育に関する教育支援コンテンツの開発
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（１）安全教育の強化

1

① ２０１９年度 安全教育実施結果 対象：１年生（新規使用者）

安全導入教育

手仕上げ

実技講義

科目名 講習回数
受講者数

２コマ

合計（延べ）

フライス

溶接

・レーザーカッター
・３Ｄプリンタ

旋盤

講習回数
受講者数

２コマ

コマ数/講義

１コマ

１コマ

１コマ

科目なし

科目なし

コマ数/実技

２コマ

２コマ

６コマ ８コマ

２０回

１２回

７回

９回

１９人

１２人

４回

４回

１８人

１２人

３０回
１２２人 ８３人

１コマ

ファブスペース

・ボール盤 ・のこ盤
・やすりかけ など

４０人１コマ

１コマ

９回
３８人 ３９人

（通算コマ数）

（４０コマ）

（２４コマ）

（９コマ）

（９コマ）

（４コマ）

（１４コマ）

（通算コマ数）

（４コマ）

４１回

（８２コマ）（３０コマ）

１回

（１コマ）

２回

（４コマ）

１１人

３人３人

３回

（３コマ）

教育の考え方（１年生）
ものづくりの安全の基本を習得してもらう．

・安全意識 ・ものづくり技能（実技） ・ものづくり知識（理論）

参考資料 １
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教育改革の実施内容

（１）安全教育の強化

2

安全導入教育

手仕上げ

実技講義

科目名 講習回数
受講者数

２時間

合計（延べ）

フライス

溶接

・レーザーカッター
・３Ｄプリンタ

旋盤

講習回数
受講者数

２時間

コマ数/講義

１コマ

１コマ

１コマ

科目なし

科目なし

時間/実技

２時間

２時間

５コマ ８時間

６回

４回

４回

７人

６人

２回

３回

７人

６人

１４回
４１人 ３１人

１コマ

ファブスペース

・ボール盤 ・のこ盤
・やすりかけ など

１コマ

４回
１３人 １３人

（通算コマ数）

（１２時間）（４コマ）

（２コマ）

（８時間）

（通算時間数）

（３コマ）

１６回

（３２時間）（１４コマ）

科目なし

② ２０１９年度 安全教育実施結果 対象：２年生以上（継続使用者）

５人

３回

（３コマ）
１０人

２回

（４時間）

（８時間）

５人
２回

（２コマ）

ものづくりの安全の基本が習得できているかをチェック・確認する．
教育の考え方（２年生以上）

・ものづくり技能（実技でのチェック ） ・ものづくり知識（理解度テスト）

参考資料 ２
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教育改革の実施内容

1）モノづくり（安全教育や機械の使用方法）やコトづ
くり（フィールド調査や社会協働のための基礎知

識）を扱った教育支援コンテンツの充実

（１）安全教育の強化

（２）プロジェクトデザインレビューの実施
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教育改革の実施内容

1）モノづくり（安全教育や機械の使用方法）やコトづ
くり（フィールド調査や社会協働のための基礎知

識）を扱った教育支援コンテンツの充実

（１）安全教育の強化（延べ人数，回数増）

（２）プロジェクトデザインレビューの実施

（３）プロジェクト学外者見学会の実施
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教育改革の実施内容

2)PBLやアクティブラーニング等の中で協働作業を
円滑化するためのICT活用の検討
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（１）ものづくり室の機器使用管理システムの運用
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教育改革の実施内容

2)PBLやアクティブラーニング等の中で協働作業を
円滑化するためのICT活用の検討

（１）ものづくり室の機器使用管理システムの運用

（２）クリエWikiの活用
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（２）クリエWikiの活用
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知財教育に関する教育支援コンテンツの開発
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3）学生の学修意欲を喚起することを目的とした
知財教育に関する教育支援コンテンツの開発

（１）知財ビデオ教材の製作， Webへの教材のアップ

（２）わかやまミライまつり 予算獲得（2021年度）

（３）オープンラボ構想
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教育改革の実施内容

（3）オープンラボ構想

学生への支援は大きく捉えれば人材育成の

一環。資金のみを提供するよりも，和歌山の
企業として本業の得意分野を生かした技術

支援ができれば、地元大学へ大きく貢献が
できると考えている....
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